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◇講師 清流の国ぎふ 防災・減災センター 

岐阜大学 地域減災研究センター 特任准教授 

村岡 治道 様 

 

 

◇実施形態 

１・２年生は体育館において対面で受講しました。 



 

 

◇生徒の感想から 

食べ物や飲み水の心配だけしか考えていなかった。

先生に指摘されて、トイレやお風呂も使えなくなる

という現実に気が付いた。家にある物、足らない物

が何かを家族で話し合い、備えをしたい。 

 

 

 



 

３年生は統一テーマで LHR を教室で実施しました。 

村岡先生作成「自宅を離れて生活する時の防災知

識」から、より現実的な観点か防災知識を学びまし

た。 

また、岐阜大学髙木朗義教授監修「防災・減災 

わかる→できる 支援アプリ」を各自でダウンロード

して体験しました。 

いずれも、来春からの新生活に役立つツールでし

た。 



 

 


